




k-yoshiz
ノート
實相眞如の日輪は、生死


k-yoshiz
ノート
常夜の闇を照らし、本有常


k-yoshiz
ノート
住の月輪は、無明煩惱の


k-yoshiz
ノート
雲を拂ふ。勇猛の衆生の


k-yoshiz
ノート
爲めには、成佛一念に有り。懈怠




k-yoshiz
ノート
怠の衆生の爲めには、涅槃三


k-yoshiz
ノート
祇に渉る。是は是は何れも云ひ


k-yoshiz
ノート
合せて、けふは大勢よふ見へられた。


k-yoshiz
ノート
近か頃奇特でおりやるよ。云ふに


k-yoshiz
ノート
及ばぬ事ながら、去りとては大


k-yoshiz
ノート
切の時節なるぞや。推し付け






k-yoshiz
ノート
生死到來、三塗の舊里に立ち


k-yoshiz
ノート
歸つて、叫喚、燒熱、黒繩、衆合、


k-yoshiz
ノート
紅蓮、大紅蓮の難所え追ひ落



k-yoshiz
ノート
されて、無量恒沙の苦患を


k-yoshiz
ノート
受る事は目のあたりなるぞや。）相ひ


k-yoshiz
ノート
搆まへて油斷是有るべからず。



k-yoshiz
ノート
向きに云わゆる實相眞如の日


k-yoshiz
ノート
輪は、生死長夜の闇を照らす


k-yoshiz
ノート
とは、昔し禁庭に端由有て、内


k-yoshiz
ノート
宮え敕使立て、神慮を窺わ


k-yoshiz
ノート
せ玉ひける時、 忝 くも天照らす


k-yoshiz
ノート
大聖神君、一四句の偈を以て


k-yoshiz
ノート
答へさせ玉ひたりける神敕なり。


k-yoshiz
ノート
此時にこそ神と云ひ、佛と





k-yoshiz
ノート
云ふ、唯是（7）水波の隔て


k-yoshiz
ノート
成るとは、初思ひ知られるたる



k-yoshiz
ノート
ぞや。去る程に十力調御の如


k-yoshiz
ノート
來も、勇猛の衆生の爲めには、


k-yoshiz
ノート
成佛一念に有り、懈怠の衆生の


k-yoshiz
ノート
爲めには、涅槃三祇に渉ると


k-yoshiz
ノート
説きおかせ玉ふ。作麼生か


k-yoshiz
ノート
即坐成佛の一念子とな


k-yoshiz
ノート
らば、唯是勇猛精進の一刹


k-yoshiz
ノート
那ならくのみ。懈怠の衆生とは


k-yoshiz
ノート
誰そや。我も人も偶々受け難き


k-yoshiz
ノート
人身を受け、逢ひ難き佛法に


k-yoshiz
ノート
逢ひながら、夢め幻ろしの如く、


k-yoshiz
ノート
千年も百年も生き果つべ






k-yoshiz
ノート
き心持ちにて、食ひ度ひ樣にくひ、


k-yoshiz
ノート
飮み度ひ樣に飮み、寢たひ


k-yoshiz
ノート
樣にいね、遊びたひ樣に遊そんで、


k-yoshiz
ノート
芥子斗りの菩提心もなく、壹


k-yoshiz
ノート
舛の事には五斗ばかりの腹らを



k-yoshiz
ノート
立て、五文が事には五貫


k-yoshiz
ノート
斗りの氣をもみ、頂上より


k-yoshiz
ノート
足の裏らまで全體、三毒五


k-yoshiz
ノート
欲、五臟より六腑をつらぬひて、


k-yoshiz
ノート
總 是 貪欲瞋恚、毎日


k-yoshiz
ノート
朝より暮に到る迄、身三口四の


k-yoshiz
ノート
十惡を作くり重ねて、負ひ


k-yoshiz
ノート
負ひかたげて冥塗に入る。其初 
○負ひかたげて＝「かたげる」は「担（かた）げる」、「かつぐ」。

k-yoshiz
ノート
死する時は、何の正體も無く
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k-yoshiz
ノート
濃 寢入たる如 、何の覺 も無、少焉


k-yoshiz
ノート
幽 に性根つきて目を開 ば、いつしか


k-yoshiz
ノート
冥府に落入、死出山、三途の河


k-yoshiz
ノート
原など、恐 き難所の目ざすも知らぬ


k-yoshiz
ノート
暗 闇路を、おぼろ々々と五里も十


k-yoshiz
ノート
里もたどり行よと思 ば、方量も無


k-yoshiz
ノート
廣き野原に出ぬ。此所 は月日


k-yoshiz
ノート
の光は無て、晝よりも明 なる事、大


k-yoshiz
ノート
火聚場の如 。是皆 焦熱大焦


k-yoshiz
ノート
熱の猛火の焔の、どゞと然上る者なり。


k-yoshiz
ノート
其中に罪人共の透間も無群れ


k-yoshiz
ノート
居て、わゝと泣 叫 樣、淺猿や悲 やな、


k-yoshiz
ノート
我々は量 ずも斯 恐 き惡所に


k-yoshiz
ノート
沈 たるぞや、娑婆にて斯 恐 しき
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k-yoshiz
ノート
所有と露知ざりし悔 さよ。夢


k-yoshiz
ノート
になりとも知たらましかば、身 すて


k-yoshiz
ノート
命にかけても、後世の願 樣も


k-yoshiz
ノート
菩提の求 樣も有るべきものを、邪見


k-yoshiz
ノート
惡智の人々の常に、彼の天堂


k-yoshiz
ノート
地獄など云るは、根もなき空言


k-yoshiz
ノート
なるぞや。其證據には開闢


k-yoshiz
ノート
より以來、終に一人も地獄苦 とて立


k-yoshiz
ノート
歸 たる者なく、終に捨文み一つ


k-yoshiz
ノート
越たる者無、是 決定して地獄天


k-yoshiz
ノート
堂無 現證なるぞや。縱 又有り


k-yoshiz
ノート
とても、さばかりの罪作 たる覺 こそ


k-yoshiz
ノート
無れ。人は殺さず、火は付ず、地獄え


k-yoshiz
ノート
落べき種社無れ。若又罪無者の
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k-yoshiz
ノート
落る地獄ならば、それは是非なき


k-yoshiz
ノート
次第なるぞや。人並み々々なる者を、我も


k-yoshiz
ノート
人も、尊貴も高位も、下凡も下


k-yoshiz
ノート
劣も、知も知ぬも諸共に、手を取


k-yoshiz
ノート
合て落べきわと云しを、口惜や、


k-yoshiz
ノート
面白賢き事宣玉ふ人哉と、貴


k-yoshiz
ノート
有難事に思なして、偶々受


k-yoshiz
ノート
難人身を受、千生萬劫にも逢


k-yoshiz
ノート
難佛法に逢ながら、何の辨も


k-yoshiz
ノート
無、左ながら牛馬同前の心持にて、


k-yoshiz
ノート
闇々と三途に歸悔さよ。今は


k-yoshiz
ノート
爲ん方こそなけれ。見渡せば貴も


k-yoshiz
ノート
賤も、老 たるも若 も、知も知ぬも、


k-yoshiz
ノート
皆盡く猛火の底に在て泣苦 む
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k-yoshiz
ノート
聲は、聞に膽裂、心碎が如し。古


k-yoshiz
ノート
貴聖 の常に嘆 せ玉けるは、一度


k-yoshiz
ノート
三途に入ぬれば、二度歸る


k-yoshiz
ノート
事ぞ無と打泣き々々念佛せさせ玉


k-yoshiz
ノート
ける由。實貴御教 なるとは、


k-yoshiz
ノート
今こそ思知れたるぞや。又いつの


k-yoshiz
ノート
世に閻浮に歸事の有べき。


k-yoshiz
ノート
喉を濕に一滴の水無、口に投るに


k-yoshiz
ノート
一粒の米なし。四方八面盡く皆


k-yoshiz
ノート
猛火なれば、立忍 べき所こそ無れ。


k-yoshiz
ノート
見渡せばあれにて泣苦み玉は、


k-yoshiz
ノート
痛や我が父うへにておわすぞや。此方


k-yoshiz
ノート
なるは正 く我妹となるぞや。


k-yoshiz
ノート
あなたにて一處に責苦 めら羅れ
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k-yoshiz
ノート
玉は、上も無貴方々と見させ玉。


k-yoshiz
ノート
如何なる御錯有てか、期［斯］迄は


k-yoshiz
ノート
辛き目を見させ玉ふやらん。昔


k-yoshiz
ノート
延喜の帝樣の簫が岩屋の日藏


k-yoshiz
ノート
上人に對云ならく、奈落の底


k-yoshiz
ノート
に沈ては、刹利も首陀も替らざり


k-yoshiz
ノート
け利、と詠させ玉も、直に今目の


k-yoshiz
ノート
邊なるぞや。宮も藁屋も、大名


k-yoshiz
ノート
も高家も、地頭殿も代官殿も、


k-yoshiz
ノート
庄屋も名主も、皆盡 く猛火の底


k-yoshiz
ノート
にわゝと泣叫ぶ中にも、出家沙門、


k-yoshiz
ノート
圓臚［顱］方袍の尼法師などの、在俗の


k-yoshiz
ノート
人々に劣じ負じと叫喚、衆合、黒


k-yoshiz
ノート
繩、無間の底に沈て苦 玉ふ中にも、
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k-yoshiz
ノート
紫衣や紅衣の僧正よ、阿闍梨よ、


k-yoshiz
ノート
和尚よ、大善知識よなど、伏拜れ


k-yoshiz
ノート
させ玉 し、いともとふとき人々の、恐き


k-yoshiz
ノート
獄卒の杖に打れて泣苦まさせ


k-yoshiz
ノート
玉ふを見奉 ば、一際に悲 く可愛


k-yoshiz
ノート
社覺れ。娑婆にて談議法談抔


k-yoshiz
ノート
に、極樂よ淨土よ、水鳥樹林よ


k-yoshiz
ノート
念佛念法よなど、上も無有難き


k-yoshiz
ノート
事ども説せ玉ふを聞ては、我等


k-yoshiz
ノート
式が境界には分に勝たる事共なる


k-yoshiz
ノート
ぞや、左ばかりの高望は專無


k-yoshiz
ノート
事なるぞと思切て、往生淨土の


k-yoshiz
ノート
望は更ら々々無りけるぞや。斯く


k-yoshiz
ノート
恐き所有と少なり共知りたら
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k-yoshiz
ノート
ましかば、豈に夫片時も油斷す


k-yoshiz
ノート
べきや。身を捨て命にかけても、後世


k-yoshiz
ノート
助べき道有ば、勵み求べき者を。


k-yoshiz
ノート
口惜の今のなれの果やな。最初此


k-yoshiz
ノート
處え覚ず落入たりし時に、且


k-yoshiz
ノート
驚、且苦みながら思けるは、世に


k-yoshiz
ノート
恨 しき者は、世の中に數も限も


k-yoshiz
ノート
無出家沙門の人々なるぞや。


k-yoshiz
ノート
斯苦き所有と少なり共教え


k-yoshiz
ノート
玉わば、斯不覺はとらざらまじを。


k-yoshiz
ノート
專無極樂咄をのみ仕聞玉ける


k-yoshiz
ノート
故、今此果もなき惡處に沈み


k-yoshiz
ノート
けるぞや。返々もうらみしきは世間


k-yoshiz
ノート
の沙門法師原なるぞやと
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k-yoshiz
ノート
恨かこちけるが、能々見れば、彼の


k-yoshiz
ノート
沙門法師原も斯所は露知り


k-yoshiz
ノート
玉ざりけるにこそ。たぐひも無き


k-yoshiz
ノート
高位高官の僧侶、紫（衣）紅衣の


k-yoshiz
ノート
貴僧高僧達の塵俗の在家に


k-yoshiz
ノート
少劣せ玉で、獄卒の手にかゝつて


k-yoshiz
ノート
晝夜に責惱 されさせ玉を遙に


k-yoshiz
ノート
見奉ば、此人々も初より露知り


k-yoshiz
ノート
玉はざりけるにこそ。兎にも角にも


k-yoshiz
ノート
爲ん方無は、我々が今のなれの


k-yoshiz
ノート
果なるぞやなど、皆もろともに聲も


k-yoshiz
ノート
惜ず泣叫聲は、天も崩落べく


k-yoshiz
ノート
こそ覺ゆれとは、彼の止觀、珠林、


k-yoshiz
ノート
十王經などに説宣置せ玉大略
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k-yoshiz
ノート
なるぞや。人々よ、油斷

k-yoshiz
ノート
し玉そ。油斷し玉ひたらんには、押しつけ憂


k-yoshiz
ノート
目を見玉ふべきぞ。良藥は口に苦、


k-yoshiz
ノート
忠言は耳に逆と申せば、尋常の


k-yoshiz
ノート
極樂咄程には面白は覺さじ。なれ共、


k-yoshiz
ノート
大地は打はづすとも違は無物

○大地は打はづすとも＝和諺に「大地に槌」、大地を槌で打つほど簡単。いまは、そんな簡単なことを万が一に打ちはずしても。


k-yoshiz
ノート
語なるぞや。時に聽衆に一人


k-yoshiz
ノート
有、講座間近進み出、有難や貴


k-yoshiz
ノート
やな、者回如何なる勝縁にや、斯不


k-yoshiz
ノート
思議の勝會に逢、未曾有


k-yoshiz
ノート
眞正の所説を承事、返々も有難


k-yoshiz
ノート
けれ。澆季末代の習、筋無


k-yoshiz
ノート
賤賣の鄙僧の、濕手に粟の極


k-yoshiz
ノート
樂咄をのみ聞て、來世は心易
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k-yoshiz
ノート
事にのみ覺て、毎日限も無罪業


k-yoshiz
ノート
積重て、懲も無本の三途の


k-yoshiz
ノート
舊里（へ）立歸 て、無量劫數を經て、


k-yoshiz
ノート
果も無 苦患を受る事は露


k-yoshiz
ノート
知で、孩提の童子の無智なるが


k-yoshiz
ノート
如 、牛羊犬豕の昏愚なるに


k-yoshiz
ノート
齊く、徒に日々衣食をのみ求て


k-yoshiz
ノート
飽足果も無、我も人も闇々


k-yoshiz
ノート
と受難人身を失ふ事、飛彈［騨］の


k-yoshiz
ノート
邊土の我々に限ず、大凡扶桑


k-yoshiz
ノート
六十州の間、西は筑紫博多の浦、


k-yoshiz
ノート
東は都賀留合浦の果、京も


k-yoshiz
ノート
田舍も押し並て、此經の影にて


k-yoshiz
ノート
佛に成、此佛の徳に依、淨土に





k-yoshiz
ノート
生。一唱彌陀號、即滅無量罪と


k-yoshiz
ノート
有からは、罪は何程作ても、消易


k-yoshiz
ノート
者を、何程放逸に暮ても、佛には


k-yoshiz
ノート
成易者をと心得て、心に任て


k-yoshiz
ノート
罪業を積重て、何の辨も無く


k-yoshiz
ノート
月日を送て、貴も賤も皆盡


k-yoshiz
ノート
惡所に墮 る世の中に、斯未曾有の


k-yoshiz
ノート
法會に逢、大に驚大に恐て、


k-yoshiz
ノート
俄に睡夢の覺たるが如 。去ながら、


k-yoshiz
ノート
唯此儘にて捨置玉わば、何を


k-yoshiz
ノート
便にか生前限も無罪障を滅、


k-yoshiz
ノート
果も無惡趣を免 るゝ事を得。


k-yoshiz
ノート
譬人の親の其子を教て云、你が


k-yoshiz
ノート
輩、各々勵み進で、各々家業
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k-yoshiz
ノート
を勤よ、必怠事なかれ。油斷し


k-yoshiz
ノート
たらんには、末は必貧困に苦め


k-yoshiz
ノート
られて辛き目を見べきぞ。相ひ


k-yoshiz
ノート
搆て油斷する事なかれと種々


k-yoshiz
ノート
教喩せんに、其親兼て商沽を勤


k-yoshiz
ノート
べき子にわ、宜 く金銀の本手を


k-yoshiz
ノート
渡 、農業を勤べきには、膏腴の


k-yoshiz
ノート
田畑を讓與て、而後に你等尋


k-yoshiz
ノート
に勵み勤よ、油斷する事なかれと


k-yoshiz
ノート
云ば、頭扣て命に隨ん。若本手（を）


k-yoshiz
ノート
與へず田畑を讓ず、農を勤よ、商


k-yoshiz
ノート
を勵と云わんに、其子何を便


k-yoshiz
ノート
と仕てか農商を勤ん。今、師、我が


k-yoshiz
ノート
輩 に對、勤よや、油斷する事な
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k-yoshiz
ノート
かれ、油斷したらんには、死後には


k-yoshiz
ノート
必  惡處に墮べきぞと教玉ふは、


k-yoshiz
ノート
左ながら金銀の本手を與へず、田


k-yoshiz
ノート
畑を讓ず、只家業を勤よ、油


k-yoshiz
ノート
斷ばしすなと教る親の如し。吾が


k-yoshiz
ノート
輩も又左の如し。何の道を修し、


k-yoshiz
ノート
如何なる善を行てか、油斷無く


k-yoshiz
ノート
勵み勤てか、未來を助るべきや。


k-yoshiz
ノート
願は來世を助べき道し有ば、


k-yoshiz
ノート
精く教玉て、彼恐き惡處を


k-yoshiz
ノート
救ひ助玉よ。熟々顧ふに世間一切


k-yoshiz
ノート
出家沙門を稱て、佛法僧の三


k-yoshiz
ノート
寶の一數なりと歸命し尊信する


k-yoshiz
ノート
事は、常に無量の法財を積
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k-yoshiz
ノート
貯、勤て大法施を行て一切を利益


k-yoshiz
ノート
玉ふ故なり。我も人も、罪も報も


k-yoshiz
ノート
曾知らず、死て三途に墮る事も


k-yoshiz
ノート
亦知らず、恰も赤子のはらばひし


k-yoshiz
ノート
て井に趣んに、盲者三四人其傍に


k-yoshiz
ノート
在と云ども、夢にも曾て知らず、


k-yoshiz
ノート
見ざるが故に救助る心無きが如し。


k-yoshiz
ノート
末代の出家沙門も亦しかり。


k-yoshiz
ノート
因果報應も曾て知 ず、三途も


k-yoshiz
ノート
六趣も更々辨なき故に、左ながら


k-yoshiz
ノート
盲者の赤子を救心なきが如 。和尚、


k-yoshiz
ノート
大慈大悲、宜是を憐察玉へ。


k-yoshiz
ノート
予が曰、善哉問事、相搆て油斷し


k-yoshiz
ノート
玉ひそ。油斷し玉ひたらば、必ず





k-yoshiz
ノート
三途にしづみ玉ふべきぞと、唯云すて


k-yoshiz
ノート
置たらんは、左ながら赤子の井に


k-yoshiz
ノート
趣を見て、危哉、此子は果て井に落


k-yoshiz
ノート
べきぞとのみ云ひて、見捨て置が


k-yoshiz
ノート
如し。我に神仙長生不死の大


k-yoshiz
ノート
還丹、即坐成佛の秘訣有り、


k-yoshiz
ノート
眉毛を惜ず、你が輩 に傳與せん。


k-yoshiz
ノート
謹で精神を凝て聽受し、打失する


k-yoshiz
ノート
事なかれ。你等即今外面五尺の形骸、


k-yoshiz
ノート
男女有僧俗あり、老幼有尊卑有、


k-yoshiz
ノート
娟醜各々互に異なり。越おいて憎愛


k-yoshiz
ノート
妬害、慳吝執著、雲霧の廻湧が


k-yoshiz
ノート
如 、波浪の漲り飛が如 、三毒懷に溢 、


k-yoshiz
ノート
五欲胸に凝 。日々多少の惡業習
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k-yoshiz
ノート
を積重て、晝夜に六趣に輪廻し、


k-yoshiz
ノート
死ては必三途に墮 。叫喚、衆合、黒


k-yoshiz
ノート
繩、無間の大苦患、一身に聚責。


k-yoshiz
ノート
三祇百劫を經て休罷有事無。


k-yoshiz
ノート
其受苦、心も言葉も及べからず。佛の


k-yoshiz
ノート
言く、一切地獄の衆生の苦患ん、


k-yoshiz
ノート
吾若詳に是を説ば、閻浮提の


k-yoshiz
ノート
衆生聞得て、皆盡血を吐て死べ


k-yoshiz
ノート
しと。寔に恐べく、寔に愼べし。若人


k-yoshiz
ノート
如上の三途の苦域を透過し、


k-yoshiz
ノート
八難の嶮處を超越し、一超に如來


k-yoshiz
ノート
地に直入し、涅槃の大彼岸に到と


k-yoshiz
ノート
欲ば、謹で精を靜、心を凝て、你が臍


k-yoshiz
ノート
輪、氣海、丹田の間を點撿せよ。
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k-yoshiz
ノート
全男女の相無 、僧俗の形なし。老幼、


k-yoshiz
ノート
尊鄙、貧富、娟醜、一點の痕跡


k-yoshiz
ノート
無。是彼の黄成子［廣成子］が云ゆる至道の


k-yoshiz
ノート
精、杳々冥々たり。至道の極、昏


k-yoshiz
ノート
昏默々たる者なり。此において單々に


k-yoshiz
ノート
點撿し、子細に照顧て、晝夜に


k-yoshiz
ノート
怠 ざる則ば、いつしか思想盡き、


k-yoshiz
ノート
妄情泯滅して、玉盤を擲摧し、


k-yoshiz
ノート
氷樓を推倒するに齊して、乍身心


k-yoshiz
ノート
共に打失せん。此において轉進で


k-yoshiz
ノート
退ざる則ば、計ずも一旦豁然として


k-yoshiz
ノート
貫通して、十方虚空無、大地寸


k-yoshiz
ノート
土無 して、事物の表裏、精麁盡ず


k-yoshiz
ノート
と云事無けん。是彼の永平の





k-yoshiz
ノート
謂ゆる身心脱落、脱落心身、直に


k-yoshiz
ノート
是古人の謂ゆる理盡 、言葉窮


k-yoshiz
ノート
て、技もまた窮、鳳、金網を離れ、


k-yoshiz
ノート
鶴、籠を脱する底の好時節、


k-yoshiz
ノート
隻手の聲を聞事、白晝に掌上


k-yoshiz
ノート
を見るが如、長河を攪て蘇酪と


k-yoshiz
ノート
成 、荊棘を變じて栴檀林と成し、


k-yoshiz
ノート
鐵を轉［點］じて金と成底の時


k-yoshiz
ノート
節、人間天上の善果是にしかず。


k-yoshiz
ノート
縱你萬戸候［侯］の富貴を得も、


k-yoshiz
ノート
黄梁一炊半熟の夢、富、四海を


k-yoshiz
ノート
保も、死れば必捨去て惡趣に入。


k-yoshiz
ノート
是故に言、富は是一生の財、身滅


k-yoshiz
ノート
れば即隨て滅す。智は是れ
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k-yoshiz
ノート
萬代の寶、命終れば即隨て行く。


k-yoshiz
ノート
大凡世間一切所有の有情、王


k-yoshiz
ノート
候［侯］より庶人に到り、老幼尊卑、


k-yoshiz
ノート
僧俗男女、馬牛犬豕、豺狼麋


k-yoshiz
ノート
鹿に到る迄、正因佛性の大事を


k-yoshiz
ノート
具足せずと云事無。是を實相


k-yoshiz
ノート
眞如の日輪と名づけ、本有常住の


k-yoshiz
ノート
月輪と云。是を失する則ば、


k-yoshiz
ノート
六趣輪廻の苦衆生、流轉常沒の


k-yoshiz
ノート
凡夫と成、忽然として是を


k-yoshiz
ノート
得則ば、乍無上正覺を成て、三界


k-yoshiz
ノート
無比の大聖と成る。十力調御の


k-yoshiz
ノート
如來と同 。此等の大事を明 めしめん


k-yoshiz
ノート
が爲に、我常に人を勸て隻手
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k-yoshiz
ノート
無聲の微妙音を聞しむ。是彼の


k-yoshiz
ノート
山姥が云ゆる一丁空 き谷の


k-yoshiz
ノート
響は、無聲音の聞便と成とは、


k-yoshiz
ノート
是此の隻手の聲を云り。けふ


k-yoshiz
ノート
は是まで。あす又來 聞 玉へ。あめ


k-yoshiz
ノート
おこし々々。


k-yoshiz
ノート
新談議終。


k-yoshiz
ノート
沙羅樹下藏板。
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